
六甲山に分布するルリハムシの車種

(Linaeidea aenea insularis Chujo)について

本積は鞘姐目 Coleoptera，多食亜目 Polyphaga，ハ
ムシ科 Chrysom巴lidae，わムシ亜科 C hrysomelinae， 
Linaeidea 属に属するノレリゎムシ Linaeidea aen巴日 (L-
inne)の亜種である η ノレリハムシのZ医科にはこのほか
に、本邦ではL inaeida巴 aenea aenea (Linne) と
Linaeidea aenea tsutsuii Nakaneが知られてL、るつ
Lina巴idea aenea insularis (Ch白jo) は中条( 1940)

が高知県におL 、て、採集した11J i j ( の標本に基づきム不ア
カノレリハムシ Chrysom巴la adami (Baly) の亜種とし
て記載され、後、中根( 1955) により、これは Chryso
mela adami (Baly)の亜種でなく Linaeid巴a a白nea(L
inne) の亜種にすべきものとして本積のように改められ
ている。今日までに分布が確認されてし、る地方は四園、
九州、屋久島で本州からの記録はなし、n 同亜種の Lina
eidea aenea tsutsuii Nakane は紀伊半島、大台ケ
原、寓士山麓から、 Linaeidea aenea aenea (Linne) 
は北海道、本州、佐渡、九州から、共に本州カ 3らの記録
がある。またこの属の1 . aenea aen巴a につし、ては僅か
本邦で観察された生態記録点、あるが、1 . a巴nea insular-
l S とし aenea tsutsuit の 2 i'犯種は食草が判明してし、
るのみで、詳しし、各期の形態、および生態に関する報告
はなし、ょうであるο

1960年 6 月20日、六甲山紅葉谷でヒメヤシヤブシを食
する本稀の幼虫、成虫および卵を多数採集し、実験室に
おいて、本種を観察ヵ、つ飼育し、その後、 1960年 7 月10
日、 1961年 5月 8 目、 10月 8 日の野外観察により、 2 、
3 の知見を得たので、その概要を報告する。
本文に入るに先立ち、種の同定を賜った東洋大学生物

学教室大野正男先生、飼育に協力して厳し、た本学院高校
生早川安津子、大| 刻美仁子両嬢に感謝の意を表する次第
である。

I 各態の記載
A  成虫( 閣 1 )  

で点刻が密にある r 百IJ背板は横長の矩形で前縁は深く湾
入するつ建鞘も湾、入 L 、遡端は幾分丸みをおびる。触角

ilijは岩手偏色、第 7節カ‘ら先端
まで黒色、] I Ij胸は赤褐色、爪は褐色、) 靴工赤褐色、脚の
腔節末端、 E十I節l土多毛である

藤 陥川山 久田

1. aenea tsutsuii は脚のみ赤褐色である O

B . 卵( 図 2 )  

後の卵長は約1.5mm、卵巾は卵長のほぼ% 。
C  幼虫
(1)若齢幼虫
体長 5mm内外、巾0.8mm、頭部は黒色、) 向lおよび体の

班紋は熱褐色、他は淡黄色、末端部は透明で粘り気を有
す。二齢幼虫は体長2.8mm内外、巾 1 mm内外、体色はー齢
幼虫よりやや濃くなる。三齢幼虫は体長 4 mm内外、巾1
2mm内外、体節、班紋の位置泊。明瞭になるう同齢幼虫は体
長6.5mm内外、 1111.8mm内外。
(2)老熟幼虫( 図 3)
体長10mm内外、頭巾 1

節で黒福色、胸、腹部は汚黄色で各節の班紋は附字国色、
側面の疏紋は黒尚色 頭部は紡錘形で、頭頂溝は前後消
入する。中央部に 3対の剛毛、触)(1後方は突出 L 2剛毛
を有するコ
胸部の前腕! 背而は 1対、中胸、後) 向背面には 5対のf!l

紋を有 L 、焼紋 lーは無色、後胸似11而突起のみ 2剛毛を有
す。胸脚は各 2 Mで何11毛を有するf 爪は三角状を皇 L 、
先端はとかる O

tiNで 1
M の大きな丸みをおびる 1対の洲紋を有し、J i J f 紋上には

る。第 7節は融合して横長の 1紋となり、紋上に 1対の
剛毛を有するつ尾節は前後の 2紋を生じ、前方上 1対、
後方紋に 3対の附毛を有するけ
D  !l!fB  (限15 )  
体長 5市町内外( アノレコーノレ出模本) 、体は淡尚色、触

タ]は11 J)iilで先端ほと太¥ .

B 生 態
19614ニ5 月 8 日、成虫4 D 虫採集コ 1960年 6 月20日、卵、

幼虫、成虫多数採集。 1960年 7 月10日、幼虫 6頭、成虫
9頭採集、 1961年10月 8 目、成虫 2頭採集。これらの記
録と飼育結果を参考にすると、六甲山に於て、成虫は 5

| る、同亜種の1 . aenea aenea は矢野( 1911) によれ
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ば、" 1問、または 2 回も夏でるかもしれなし、" とある(
松村 (1932)によれば、"
旬現われる‘とある
産卵は第 l回発生のものは 5月中旬頃から行われ、室
内の観察では日中時を選はず行なう産付は食草の裏面
の葉脈に平行かつじゅず状に、 1箇所に20個前後産付す
る場合が多L 、ょうである。卵期間は1960年 6月21日産付
の23伺の室内観察では、第 1表の如く約 1週間である。

第 1表 卵期間

出 :PI2l計三lz
幼虫の脱皮は第 2表の如く、 4 倒の脱皮を行い、幼虫

期間は約 2 週間である。

第 2表
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Lipp (1935) 等によるとヨーロツパ産のL . aeneaは 2
回の脱皮を行し、老熟すると言うじ若齢幼虫はヒメヤシャ

(p.154より絞り
表 2 杯状業混合率と場所との関係

プシ Alnus pendula M a t s u m の築肉のみ食するか、
老熟幼虫はほとんど葉肉、表皮共に食する( 図 5 )  摂
食、移動の際には常に顕著な集団をつくる。由面化は食草
で行う。

4分で終る。
羽化後の成虫は食草枯死のため 5 日間生存して餓死し
たため、第 2聞社i現のものにつレての観察はできなかっ
た。
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註、 11月27日調査 根本より北西に 2 m離れた地点から 2列 4行の隣接した 1 m 2の調査区をもうけ、根
本に近レ方をA とした。従ってA B C D、E F G Hの11頃で樹より遠ざかる。
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